
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公開授業に向けた指導案検討会では、講師の琉球大学教育学部

准教授 塚原健太先生へ指導・助言を依頼し、当日の授業計画等に

ついて様々な視点から話し合いを行いました。講師の塚原先生が

授業者の意図していることを丁寧に聞き取りながら話し合いが進

められ、授業者以外の共同研究者や管理職等、様々な立場からもア

イディアが出され、とても有意義な会を持つことできました。 

 本時のめあては「かたつむりにのせてリズムをつくり、とも

だちとつなげよう」でした。導入で「うたまねあそび」や「リ

ズム遊び」「リズムまねっこあそび」等を楽しんだ後、子供たち

は、４分音符（たん）と４分休符（ウン）を組合せてリズムを

作ったり、作ったリズムを友達に紹介したりしていました。ま

た、グループになって友達と協力しながら話し合い、８分音符

（たた）に挑戦したり、互いのリズムをつなげたりする楽しさ

も感じているようでした。 

 

保幼こ小のかけはしプログラム通信  

Ｎｏ.３    
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作成者：譜久村  

本市では、令和6年度から令和8年度までの3年間、上田小学校区（上田小学校・上田こども園・あゆみ

保育園・へいわだい認定こども園）を架け橋プログラムのモデル校区とし、保幼こ小の架け橋期の教育の充

実をめざしています。この通信では、モデル校区の取組を紹介していきます。 

豊見城市幼児教育センター  

6月28日 上田小学校公開授業 ～講師からの指導・助言を授業に生かす～ 

子どもの姿が出発点 ～「接続の質」を高める保幼こ小連携をめざして～ 

音楽科の授業の様子 

      ６月５日 公開授業前指導案検討会 ～よりよい授業を目指して～ 

指導案検討会の様子 

検討会後、塚原先生から丁寧なコメントをいただ

き、新たな気づきと深い学び、よりよい授業実践

へつながるきっかけとなりました。 

8分音符（たた）

にも挑戦 
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生活科の授業 

これまでを振り返る 

身近な野菜や花を用意

する 

好きな方法で形に残せる

よう、材料を準備する 

実際に色んな方法で試し

てみる 

気づいたことを友達

に話す 

４個に分

かれた！ 

そしてここ

だけ薄い！ 

面白いこと

に気づいた

よ 

 本時のめあては「いろいろな はなや やさいを いろや かたちで のこそう」でした。子供たちがこ

れまでのアサガオを使った遊びの経験を生かしながら色水の出し方を工夫したり、残す方法を考えた

りできるよう様々な材料や用具を準備する等、環境づくりの工夫が見られました。また、自分なりに気

づいたことや感じたことを友達に話す姿も見られました。 

 
6月28日 公開授業後の合同研修会 ～保幼こ小でアイディアを出し合う～ 

 職員が話し合える場を整えることで、保幼こ小の職員間のつな

がりが深まっているように感じました。連携・接続の取組では、

小学校・就学前施設どちらか一方に合わせるのではなく、それぞ

れが立場や学校種を超えて、互いの考え方等を尊重し理解し合い

ながら進めていくことが大切ではないかと思いました。 

保幼こ小それぞれで工夫

できることを考える 

スタカリの実践を

振り返り、次年度

につなげる スタカリ実践報告 

園での経験

をもと

に・・・ ★就学前施設 ◎小学校 

★サークルタイムや子ども会議で自分の考え
を伝える経験が必要だね！ 

★リズム遊びや楽器、わらべ歌に親しめる経
験が大切だね！ 

◎45分の授業の中ででできなかった「子供の
やりたい」をワークスペースに出せるとい
いな！ 

ワークショップの様子 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

生活科では、子どもたちの興味がどこに向かうのか、どのような気付きや、思
いや意図を持つのかによって、指導計画を調整する余地はあっていいのかなと思
います。したがって、学級によって展開の仕方や焦点のあてどころは異なっても
いいと思います。それができるのが、幼小接続や子どもたちを真ん中においたカ
リキュラム開発（カリキュラム実践）の本質ではないでいしょうか。 

一方、そのように子どもの姿に寄り添って授業を展開するためには、教師が特
定の学習活動や教材を通して、何をできるようにしたり、経験したりしてほしい
のか、というねらい（目標）が意識されている必要があります。子どもたちは意
識しているかは別として、前に経験したこと、やったことがあることとの連続で

次の学習活動を捉えると思います。だからこそ、生活科の学びとして「気付きの
質の高まり」を実現するためには、教師の意図的な声かけ、環境づくり、きっか
けづくりが肝要になってきます。（一部改変） 

 

豊見城市幼児教育センター 

琉球大学 教育学部 准教授 塚原健太先生からのコメント（メールから抜粋） 


